
○ 　また、国の内示等に伴う公共事業や放射光施設の整備に対する助成、地域医療介護総合

確保基金の造成費とこれを財源とする各種事業など、当初予算編成後に具体化した施策に

係る経費を予算化

○ 　このほか、障害者支援施設の建替や仙台南部地区における特別支援学校の整備等に要す

る経費を予算化

平成３０年度９月補正予算（第１号）案の概要

Ⅰ　予算編成の考え方

○ 　今回の補正予算は、東日本大震災からの復旧・復興経費として、沿岸部の復興関連道路

の整備や海水浴場の砂浜再生、東日本大震災復興交付金の第２１回申請に係る交付可能額

の基金積立に係る経費などを予算化

Ⅱ　予算規模

（単位：百万円，％）

区　　分
平成２９年度
９月現計予算額

 A

平成３０年度予算額 対前年度比較
(B/A)×100当初予算額 今回補正額 補正後予算額 B

一 般 会 計 1,235,619 1,120,610 5,187 1,125,798 91.1

うち 震災対応分 386,289 289,354 2,022 291,376 75.4

特 別 会 計 236,893 448,227 96 448,323 189.3

うち 震災対応分 1,955 2,411 2,411 123.3

準公 営 企業 会計 17,835 15,843 15,843 88.8

うち 震災対応分 1,429 722 722 50.6

公 営 企 業 会 計 28,075 26,914 26,914 95.9

うち 震災対応分 118 87 87 73.2

計（総会計） 1,518,422 1,611,595 5,283 1,616,878 106.5

うち 震災対応分 389,791 292,574 2,022 294,596 75.6

※四捨五入のため積上げと計が一致しない箇所がある

（参考）

　平成２２年度以降の震災対応予算の累計は、５兆９，８３２億円（総会計）

　※平成２２年度から平成２９年度は最終予算額、平成３０年度は９月補正（第１号）後現計の累計

平成３０年９月
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